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請願第８号 

  「憲法９条厳守を求める意見書」の採択を求める請願 

 

紹  介  議  員     戸 上  健   ㊞ 



「憲法９条厳守を求める意見書」の採択を求める請願 

 

 請願の趣旨 

 

 歴代政府は「憲法９条下において容認されている自衛権の行使は、わが国を防衛する

ための必要最小限の範囲にとどまるべきものであり、集団的自衛権を行使することは、

その範囲を超えるものであって、憲法上許されない」（１９８１年５月政府答弁書）と

の見解を踏襲してきました。 

 ところが安倍内閣は集団的自衛権の行使を容認する閣議決定をしました。このように

一内閣で憲法解釈を変更することに、国民の間から危惧の声が上がっています。 

 鳥羽市民は先の太平洋戦争で１１６０人の尊い犠牲者を出した痛苦の歴史を持って

います。戦没者の遺族、幅広い市民は毎年式典を開いて不戦の誓いを新たにしてきまし

た。鳥羽市議会は内閣が「戦争放棄」を誓った憲法９条を固く守ることを求めます。 

 

請願項目 

 

「憲法９条の厳守を求める意見書」の採択と内閣総理大臣他関係各大臣への送付 

 

 

 平成２７年２月２０日 

 

鳥羽市議会議長  野 村 保 夫  様 

 

 

                   鳥羽市鳥羽３丁目２７番８号        

              とば９条の会 代表  山 本  弘 


